
算数オンライン塾 2 月 5 日の問題 解説 
 

A から B までを X、B から C までを Y、C から D までを Z とします。 

X＋Y＋Z＝5000→12×X＋12×Y＋12×Z＝5000×12＝60000･･･① 
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＝54→15×X＋12×Y＋10×Z＝54×1200＝64800･･･② 
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＝49→10×X＋12×Y＋15×Z＝49×1200＝58800･･･③ 

②－①→3×X－2×Z＝4800→9×X－6×Z＝14400 

① －③→2×X－3×Z＝1200→4×X－6×Z＝2400 

5×X＝12000 X＝2400ｍ 

Z＝（2400×3－4800）÷2＝1200 5000－1200－2400＝1400 

（答え）1400ｍ 

（別解） 

A から B までを X、B から C までを Y、C から D までを Z とします。 

120ｍと 80ｍの平均の速さはかかる時間の比が 2：3 になるので、 

（120×2＋80×3）÷（2＋3）＝480÷5＝96ｍになります。 

行きと帰りで速さが入れ替わったのはＸとＺなのですが、往復で考えると、Ｘ＋Ｚにかか

る時間は同じになるので、Ｘ＋Ｚの 2 倍の距離と分速 96ｍで行った時間とＹの 2 倍を

分速 100ｍで行った時間の合計が 54＋49＝103 分になります。 

移動した距離の合計は 5000×2＝10000ｍになるので、 

全部 96ｍで行くと、 

10000－96×103＝10000－9888＝112ｍ 

112÷（100－96）＝28 分が往復でＹにかかった時間になるので、片道では 14 分。 

100×14＝1400ｍ 

（答え）1400ｍ 

 

 


